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利
用
者
が
事
前
に
予
約
し
て
自
宅
か
ら

目
的
地
ま
で
運
行
す
る
便
利
な
バ
ス
の
こ

と
で
す
。

　

町
で
は
、
平
成
28
年
～
29
年
度
の
２
か

年
に
わ
た
り
小
谷
石
方
面
と
湯
ノ
里
方
面

の
２
方
向
で
実
証
運
行
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
本
年
５
月
28
日
（
火
）

か
ら
町
内
全
域
に
わ
た
り
、
有
償
に
よ
る

本
格
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

　

　
運
行
は
、
町
内
全
域
を
4
方
向
（
小
谷

石
方
面
、
湯
ノ
里
方
面
、
中
ノ
川
方
面
、

上
雷
方
面
）
に
分
け
て
、
1
日
2
往
復
運

行
し
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
方
は
、
利
用
さ
れ
る
前

日
17
時
ま
で
に
函
館
バ
ス
知
内
出
張
所

（
０
１
３
９
２-

５-

５
１
２
７
）
に
連
絡

し
、
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

　

運
賃
の
支
払
い
は
、「
現
金
」
又
は

「
IC
カ
ー
ド
（
イ
カ
ス
ニ
モ
カ
カ
ー
ド
）」

の
2
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
カ
ス
ニ
モ
カ
カ
ー
ド
は
1
枚
の
カ
ー

ド
で
公
共
交
通
（
函
館
バ
ス
な
ど
）
や
買

い
物（
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
）で
も
利
用
で
き
、

利
用
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
も
貯
ま
る
と
て

も
便
利
な
カ
ー
ド
で
す
。

　

カ
ー
ド
は
、
函
館
バ
ス
知
内
出
張
所
や

函
館
バ
ス
車
内
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
但
し
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
車
内
で
は

購
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
イ
カ
ス

ニ
モ
カ
カ
ー
ド
の
残
高
が
不
足
す
る
場
合

は
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
入
金
す
れ
ば
繰
り

返
し
利
用
で
き
ま
す
。

　

　　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
利
用
し
て
函
館
バ
ス

知
内
出
張
所
か
ら
バ
ス
に
乗
り
継
ぐ
場

合
、（
60
分
以
内
）、
最
大
１
５
０
円
の
乗

継
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　　

　
詳
し
い
ご
利
用
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て

は
、
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

知内町デマンドバス本格運行開始！！5/28（火）

運行方面 運行曜日

小谷石方面 毎週火曜日

湯ノ里方面 毎週水曜日

中ノ川方面 毎週木曜日

上雷方面 毎週金曜日

区　　分 片道運賃 備　　考

一般の方 200 円 ―

子ども 100 円 6 歳以上12 歳未満の
小学生

障がいのある方 100 円
身体障がい者手帳、療
育手帳の交付を受けて
いる方などが対象

幼児・乳幼児 無料 ― ※運行曜日は上記のとおりですが、利用状況に
応じて変更する場合があります。

場　　　所 日　　時
 中ノ川生活改善センター 5/20（月）    9：00

 森越生活改善センター 5/20（月）10：30

 渡島知内町内会館 5/20（月）13：30

 重内転作定着化指導センター 5/21（火）    9：00

 きらく町内会館	 5/21（火）10：30

 前浜町内会館 5/21（火）13：30

 元町町内会館 5/22（水）    9：00

 上雷生活改善センター 5/22（水）10：30

 湯ノ里町内会館	 5/22（水）13：30

 涌元谷地町内会館 5/23（木）    9：00

 はまなす集会所	 5/23（木）10：30

 漁村環境改善総合センター 5/23（木）13：30

 小谷石町内会館	 5/23（木）15：00

　デマンドバスの運行にあたり、下記のと
おり地域説明会を開催します。利用に関す
る説明や乗車体験、イカスニモカカードの
販売（1 枚 2,000 円）等も行いますので、
ぜひこの機会にお越しください。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
は

運
行
区
域

運
行
曜
日

運
賃
（
片
道
料
金
）

支
払
方
法

乗
車
割
引
に
つ
い
て

利
用
方
法役

場
企
画
振
興
係
（
内
線
30
）

問

デマンドバス地域説明会の開催
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自
然
環
境
の
保
全
や
野
生
鳥
獣
の
保
護
な
ど
に
お
い
て
尽
力

し
、
顕
著
な
実
績
が
認
め
ら
れ
る
個
人
や
団
体
へ
贈
ら
れ
る
平

成
30
年
度
北
海
道
知
事
感
謝
状
（
自
然
保
護
関
係
）
の
受
賞
者

が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
、
鳥
獣
保
護
管
理
員
兼
生
物
多
様
性
保

護
監
視
員
の
阿
部
島
譲
さ
ん
へ
知
事
感
謝
状
（
野
生
鳥
獣
保
護

功
労
者
）
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
部
島
さ
ん
は
町
内
の
鳥
獣
保
護
区
の
巡
回
な
ど
に
注
力
し

て
い
る
ほ
か
、
北
海
道
猟
友
会
木
古
内
支
部
長
と
し
て
有
害
鳥

獣
保
護
へ
の
協
力
や
野
生
鳥
獣
の
被
害
報
告
な
ど
に
尽
力
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
３
月
28
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
渡
島
総

合
振
興
局
保
健
環
境
部
く
ら
し
・
子
育
て
担
当
部
の
小
野
寺
卓

司
部
長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
る
と
「
鳥
獣
保
護
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
農
作
物
へ
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
活
動
し
て

い
き
た
い
。
保
護
も
す
る
が
、
有
害
駆
除
に
注
力
し
て
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
活
動
し
て
い
く
」
と
今
後
の
活
動
へ
向
け
た
熱

い
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

次
世
代
へ
の
架
け
橋
へ

橋
本
さ
ん
が
道
指
導
林
家
に
認
定

野
生
鳥
獣
保
護
に
貢
献

阿
部
島
さ
ん
に
知
事
感
謝
状

　

地
域
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
林
業
経
営
や
施
業
技
術

を
持
ち
、
林
業
後
継
者
の
育
成
指
導
に
励
ん
だ
事
が
道

知
事
に
認
め
ら
れ
、
橋
本
政
勝
さ
ん
が
北
海
道
指
導
林

家
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
、3
月
25
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

渡
島
総
合
振
興
局
西
部
森
林
室
の
神
馬
昭
男
室
長
は
、

橋
本
さ
ん
が
伐
期
80
年
の
ス
ギ
の
人
工
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
に
触
れ
「
次
世
代
へ
の
技
術
継
承
に
期

待
し
た
い
」
と
認
定
証
を
手
渡
す
と
、橋
本
さ
ん
は
「
今

ま
で
に
培
っ
た
経
験
を
森
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
表
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
は
今
後
、
植
樹
祭
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に

林
業
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
な
ど
、
林
業
の
発
展
に
注
力

し
て
い
く
と
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
レ
ン
タ
ル
機
材
供
給

株
式
会
社
カ
ナ
モ
ト
と
協
定
締
結

　

知
内
町
は
株
式
会
社
カ
ナ
モ
ト
と
災
害
時
に
お
け
る
レ
ン

タ
ル
機
材
の
供
給
に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
本
協
定

は
、
災
害
発
生
時
等
に
町
の
要
請
を
受
け
、
同
社
が
仮
設
ト

イ
レ
や
発
電
機
を
は
じ
め
と
す
る
機
材
を
優
先
的
に
レ
ン
タ

ル
で
供
給
す
る
も
の
で
す
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
締
結
式
に
は
、
株
式
会
社
カ

ナ
モ
ト
知
内
営
業
所
長
の
澤
田
英
之
所
長
、
道
南
ブ
ロ
ッ
ク

長
の
長
谷
川
卓
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
出
席
し
、
協
定
書
を
取
り
交

わ
し
ま
し
た
。

　

澤
田
所
長
は
「
地
域
貢
献
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
感
謝
し
、
有
事
の
際
に
は
社
員
一
同
で
対
応
し
た
い
。」

と
要
請
の
際
に
は
迅
速
に
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と

で
す
。

感謝状を受け取る阿部島さん

写真左：小野寺部長　写真中央：阿部島さん　写真右：西山町長

写真左：神馬室長　写真中央：橋本さん　写真右：西山町長

写真左：澤田所長　写真右：西山町長

協定書に判を押す澤田所長
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念入りにごみがないかを確認していました。

news&topicsまちの話題

お
住
ま
い
の
住
所
を
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

プ
レ
ミ
ア
ム
付

    

商
品
券
事
業
を
実
施
し
ま
す

小谷石地区

　

4
月
8
日
か
ら
15
日
ま
で
「
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
」
の
期
間
に
合
わ
せ
、
町
民
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
様
々
な

活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
各
所
の
早
朝
街
頭
啓
発
で
は
、
町
内
各
団

体
・
事
業
所
、
小
中
高
生
な
ど
が
の
ぼ
り
を
持
っ

て
立
ち
、
道
行
く
歩
行
者
や
運
転
手
ら
に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。ま
た
、女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

協
議
会
や
交
通
安
全
指
導
員
会
が
木
古
内
警
察
署

と
協
力
し
、
町
内
の
事
業
所
を
回
っ
て
交
通
安
全

の
チ
ラ
シ
を
配
る
な
ど
、
事
故
防
止
の
た
め
の
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動涌元地区

 

春
の
全
町
一
斉
清
掃

　

春
の
全
町
一
斉
清
掃
が
4
月
14
日
、
各
町
内
会
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の
町
民
が

参
加
し
ま
し
た
。
２
色
の
ご
み
袋
を
手
に
、
燃
や
せ
る

ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み
に
分
別
し
な
が
ら
、
道
路
脇
や

自
宅
前
の
ご
み
を
拾
っ
た
り
、
ほ
う
き
を
使
っ
て
ご
み

を
集
め
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

暖
か
い
春
の
陽
気
の
中
で
「
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
町
民
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
一
日

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
み
の
な
い
、
き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
な
い
「
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に

　

本
年
10
月
１
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
の
引
上

げ
に
伴
う
影
響
緩
和
の
対
策
と
し
て
、 

 

①
住
民
税
が
課
さ
れ
な
い
方
（
生
活
保
護
を
受
け
ら
れ

　

 

て
い
る
方
等
を
除
く
。）

 

②
２
０
１
６
年
４
月
２
日
以
降
２
０
１
９
年
９
月
30
日

　

 

ま
で
に
生
ま
れ
た
子
の
い
る
世
帯
の
世
帯
主

を
対
象
に
、プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
今
後
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
に
円
滑
に
ご
連
絡
す
る
た
め
、
適
切
に
住

所
の
登
録
等
が
な
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
の

登
録
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
ず
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
住
所
登
録

現
在
お
住
ま
い
の
住
所
を
役
場
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

か
？

●
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
避
難
さ
れ
た
方

避
難
先
住
所
等
の
変
更
が
あ
れ
ば
、
以
下
の
窓
口
に
届

け
出
ま
し
ょ
う
。

・
指
定
13
市
町
村
（
※
）
の
方
：
避
難
元
市
町
村
の
窓
口

・
そ
れ
以
外
の
方
：
避
難
先
の
市
区
町
村
窓
口

●
転
居
の
際
は
、
郵
便
局
へ
の
転
居
届
を
お
忘
れ
な
く
！

※指定１３市町村
 いわき市、田村市、
 南相馬市、川俣町、
 広野町、楢葉町、
 富岡町、大熊町、
 双葉町、浪江町、
 川内村、葛尾村、
 飯舘村

問役場商工観光係
（内線 41）

ごみ拾いに積極的に参加してくださいました。


